
平成２４年度 再評価委員会資料 

        １．林道開設事業の概要                  

２．森林基幹道 霧越平井線（県営林道事業） 

  ３．森林管理道 剪宇大野線（町営林道事業）  



林道事業の概要 
 林道の役割  

林業機械の導入による 
労働条件の改善、安全性の向上 

保健休養・レクリエーション 

集落内を通る林道 

集落内を通る 
スクールバス 



国・県道等 

林道事業の概要 
 複合路網のイメージ 

   ～林道の位置付け～ 

A集落 
B集落 

森林基幹道 

森林管理道 

森林作業道 



森林作業道を使い 
高性能林業機械により 
搬出間伐を実施 

森林作業道 

林道事業の概要 
 複合路網のイメージ 

   ～林道の位置付け～ 

森林基幹道を使い 
木材市場まで１０トン 
トラックによる搬出状況 

森林基幹道 

森林管理道 



林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 

着手前 切取工 



林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 

  ～路側擁壁工～ 

補強土壁工 コンクリート擁壁工 



林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 
  ～森林整備と木材利用～ 

丸太伏工 

林道が通ることで
森林整備が行わ
れている 

木材を使用した柵工 

木製ガードレール 

木柵工 

視線誘導杭 

木製土留工 

案内板 

森林整備 
実施状況 



林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 
  ～コスト縮減～ 

 
幅員縮小によるコスト縮減 

幅員3.5ｍ 幅員４ｍ 



積極的な補強土壁工
の採用 

切取り土砂 
投入締固め 

補強材の設置 

完 成 

切 取 り 残 土 の 使 用 

林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 
  ～コスト縮減～ 

 



森林施業実施前 
（成立本数２，２００本／ｈａ） 

森林施業実施後 
（成立本数１，５５０本／ｈａ） 

林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 
  ～森林整備～ 

 



フォワーダ 
（林内運搬車） 

プロセッサ 
（枝払い、玉切り） 

スイングヤーダ 

（集材） 

トラックに積み
替えて市場へ 

林道事業の概要 
 林道開設の現場の状況 
  ～林業生産性の向上（高性能林業機械）～ 

 



施工地の厳しい地形状況 

施工方法が一方向、一工程毎 

木材価格の低迷と低い山林価
値による山林所有の無関心 

長期期間の工事 

山林所有者の高齢化 
土地所有境の未確定 

林道事業及び森林施業の計画
や事業実施に大きく影響 

林道事業の概要 
 林道開設事業実施における問題点 



森林基幹道 霧越平井線 



起点              

  （国道193号から分岐） 

終点             

（町道 川又大比線から分岐） 

起点・終点の状況 

町道川又大比線 

霧越平井線 終点 
霧越平井線 起点 

国道１９３号 



終点 

森林基幹道 霧越平井線 航空写真 

起点 

全体計画  Ｌ＝１５，７１０ｍ 

供 用 済 み 区 間

開 設 計 画 区 間

利 用 区 域

国 道

県 道

町 道

林 道

作 業 道 ・ 作 業 路

国 有 林

森 林 整 備 計 画

間 伐 等 実 績

凡　　　　　　　　例

町道  川又大比線 

県道 

県道 

林道  湯桶平井線 

国道 １９３号 



 森林基幹道 霧越平井線  

終点 
町道 川又大比線 

国道 193号 

起点 

供用済区間 
１，３２９ｍ 

未施工区間 
１４，３８１ｍ 

全体計画 
１５，７１０ｍ 

進捗率 ８％ 

治山事業による 
 復旧工事箇所 

海 

陽 

町 



関連事業の整備状況 
 治山施設(山腹工)の状況 

山腹斜面崩壊直後 

工事完了 

工事着手前 



森林整備実施後状況 

森林整備実施前状況 

関連事業の整備状況 
 林道整備により、森林施業の実施状況 



 急峻な地形区域を通過する当該林道状況 

既設中間点より供用終
点(1,300m)付近を望む 

急峻な地形区域を通過する 
当該林道状況 

 高い法面と劣悪な地質状況 

社会情勢の変化 
 林道開設（供用）状況 



事業効果の発現状況 
 費用対効果分析 

評価期間＝事業期間＋耐用年数（林道：４０年間） 

総費用（Ｃ）＝事業期間中に要する事業費＋評価期間内に要する維持管理費 

総便益（Ｂ）＝対象となる各便益の合計 

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ） 

現 在 価 値 化 
（社会的割引率を補正） 

 

※ 算定方法は、林野庁から示された 
 マニュアルに準拠 



路網未整備のため、伐採対象とならなかった森林について、林道開設に伴う生
産コスト縮減等によって、伐採が促進される効果を評価 

事業効果の発現状況 
 林野庁公共事業の評価について 

①木材生産確保・増進便益 

②造林作業経費縮減便益 
林道を開設した場合に作業道を開設する経費が縮減される効果を評価 

③森林管理等経費縮減便益 

森林管理のための巡視や適切な森林整備・林業経営のための普及指導を行う者
の歩行時間が林道開設により軽減される効果を評価 

④森林整備促進便益 
路網の未整備により造林・保育が不十分となっていた森林において、林道の整
備により森林整備の促進が見込まれる場合、その森林の公益的機能の１／２に
ついて評価 



事業効果の発現状況 
 林道整備事業の費用対効果の考え方 

① 全体計画 

起点 

終点 

② 評価時  

今回 霧越平井線において 



事業効果の発現状況 
  費用対効果分析 

評価期間（５９年間）＝工事期間（１９年間）＋耐用年数（４０年間） 

総費用（Ｃ）＝１１億２，７８８万６千円 

総便益（Ｂ）＝１３億２，０４８万４千円 

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．１７  

評価時 



 森林基幹道 霧越平井線  

評価時 

Ｂ／Ｃ＝１．１７ 

全体評価  

Ｂ／Ｃ＝１．３７ 

海 

陽 

町 



受益者・関係機関の意向 

残土処理施設の確保が困難 

急峻な地形による事業費の増 

公共事業費の縮減による進捗遅延 

事業の中止に同意 



今後の事業実施方針 

事業継続には、必要不可欠な残土処理施設の確保が困難 

中 止 

・残土処理施設適地が少ない 
・土地所有者の同意が得られない 



 森林基幹道 霧越平井線  

終点 
町道 川又大比線 

国道 193号 

起点 

海 

陽 

町 

当区域の今後の森林施業 

既設道を利用し 
作業道や架線等の 
作業システム等を 
総合的に検討 

地形状況 

生育樹種 

林   齢 

面   積 



森林管理道 剪宇大野線 



剪宇大野線終点 

農道大野線 

農道大野線 

大野集落 

大野集落 

剪宇大野線終点 

起点・終点の状況 

終点の状況 

起点の状況 



H22終点 

起点 
終点 

八面山 
△1,312.3m 

通過予定地の遠望 

供用区間 
L=993m 

通過予定地 
L=2,518ｍ 

剪宇大野線 全景 

林道剪宇大野線L=3，511m 



大野集落 

終点 

農道大野線 

森林管理道 剪宇大野線 

供 用 区 間

開 設 計 画 区 間

利 用 区 域

利 用 区 域 控 除

森林経営計画区域

森林整備実施区域

森林整備実施計画区域

国 道

県 道

町 道

既 林 道

作 業 道

写 真 番 号

凡　　　　　例

①

林道 剪宇大野線 

県道 一宇古宮線 町道 折宇渡剪宇線 

全体計画延長 3,511m 

未開設区間 
L=2,518m 

開設区間 
L=993ｍ 

供用区間 
L=3,406m 

進捗率 ２８％ 

剪宇集落 

起点 

つ 

る 

ぎ 

町 



関連事業の整備状況 
 林道沿線の森林施業実施状況 

森林施業実施により下層植生が侵入し、表土の流出に
よる山腹崩壊の低減や保水機能の向上が図られる 



林道開設により森林施業が実施されている 

関連事業の整備状況 
 林道沿線の森林施業実施状況 



社会情勢の変化 

低コストによる搬出間伐の導入 
（森林作業道・高性能林業機械） 

・森林の適正な施業・管理 
・森林所有者の森林施業への関心 

林業振興の向上 
地球温暖化防止 



事業効果の発現状況 
  費用対効果分析 

評価期間（５５年間）＝工事期間（１５年間）＋耐用年数（４０年間） 

総費用（Ｃ）＝５億３，８３２万８千円 

総便益（Ｂ）＝１０億２，０８４万４千円 

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．９０  

評価時 



事業効果の発現状況 
  林道開設事業の費用対効果 

① 全体計画 

② 評価時 

③ 今後５年間計画  

起点 

終点 

Ｂ／Ｃ=２．０３ 

Ｂ／Ｃ=１．９０ 

Ｂ／Ｃ=１．９８ 



受益者・関係機関の意向 

集落間を結ぶ 

森林の適正な施業・管理の実施 

緊急時のう回路 

事業継続実施に強い要望 



今後の事業実施方針 

自然環境に配慮 

早期完成を図る 

線形の見直しや工法等の検討によるコスト縮減 

森林施業の低コスト化⇒林業振興の向上 

 継 続 


